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番号 氏名

動力学 No.20 運動量と力学的エネルギー

自由落下運動に対する運動方程式
αυ

鶴
扇

=F=ng             (1)

を初期条件 (ι =0の とき∬=υ =0)で積分 して

∬=:′ ,υ =メ        ②

となった.これから運動量と力学的エネルギーを求めよう.6=面 =0.040s,m=0.50 kg,g=9.8
m/s2,F=77tg=4.9Nと し,小数第4位を四捨五入しなさい。

時刻

t

位置

″ =:ι
2

速さ

υ=gι
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p=mυ 乙ρ

力積

Fttι

力学的エネルギー
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1.縦軸に運動エネルギー E,横軸に運動量Pを とった E― pグラフを描きなさい .

2.縦軸に質量 鶴,横軸に運動量Pを とった鶴―Pグラフを描きなさい。

3.運動量p=鶴υと力積 」=/F洸 が同じ単位であることを確かめなさい .
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4。 運動量Pと 力学的エネルギー Eは,速さの関数として

P=鶴υ  E=号
;υ

2               (3)

と表された。

(a)速さυを運動量ρで表しなさい .

げて+
(b)エネルギー Eを運動量Pで表しなさい。

Eし
寺 側

と

=+

5。 次の連立微分方程式

=.F               (4)
鶴

件はι=0の ときυ=0よ り,p=E=0で
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6。 今日の講義でわかったこと・わからなかったこと・感想などを書きなさい.(自 由記載 )
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